（H29.7）
○技能検定委員選考基準（抜粋）

技能検定委員の推薦にあたっては以下の選考基準に合致される方をご推薦願います。

	選任区分
	選　　　考　　　基　　　準

	ａ
	当該検定職種（作業）の特級、１級又は単一等級の技能検定に合格した者であって、当該検定職種（作業）に関し１５年以上の実務経験又は教育訓練の経験を有する者

	ｂ
	次のいずれかに該当する者であって、当該検定職種（作業）の特級、１級又は単一等級の技能検定に合格した者と同等以上の技能又は技術を有する者

	
	(a)
	事業所等において、当該検定職種（作業）に関する管理部門、技術部門若しくは教育訓練部門の課長級以上の地位にある者又はこれらの地位にあった者

	
	(b)
	短期大学（高等専門学校及び旧専門学校を含む｡）以上の学校、応用課程若しくは専門課程の高度職業訓練（旧養成訓練を含む。）、特定応用課程若しくは特定専門課程の高度職業訓練、長期課程又は短期養成課程若しくは長期養成課程の指導員訓練において、当該検定職種（作業）に関する学科を修めて卒業又は修了し、その後当該検定職種（作業）に関し１０年以上の学識経験を有する者（学識経験には、学校、職業能力開発校（旧職業訓練校を含む。）、職業能力開発大学校等において教育・訓練を行った経験を含む。）


◎随時２級にあっては、次のいずれかに該当する者

	選任区分
	選　　　考　　　基　　　準

	ａ
	当該検定職種（作業）の特級、１級の技能検定に合格した者であって、当該検定職種（作業）に関し５年以上の実務経験又は教育訓練の経験を有する者

	ｂ
	次のいずれかに該当する者であって、当該検定職種（作業）の特級、１級の技能検定に合格した者と同等以上の技能又は技術を有する者

	
	(a)
	事業所等において、当該検定職種（作業）に関する管理部門、技術部門若しくは教育訓練部門の課長級以上の地位にある者又はこれらの地位にあった者

	
	(b)
	短期大学（高等専門学校及び旧専門学校を含む｡）以上の学校、応用課程若しくは専門課程の高度職業訓練（旧養成訓練を含む。）、特定応用課程若しくは特定専門課程の高度職業訓練、長期課程又は短期養成課程若しくは長期養成課程の指導員訓練において、当該検定職種（作業）に関する学科を修めて卒業又は修了し、その後当該検定職種（作業）に関し５年以上の学識経験を有する者（学識経験には、学校、職業能力開発校（旧職業訓練校を含む。）、職業能力開発大学校等において教育・訓練を行った経験を含む。）

	ｃ
	当該検定職種（作業）の２級の技能検定に合格した者であって、当該検定職種（作業）に関し１０年以上の実技経験又は教育訓練の経験を有する者


◎随時３級にあっては、次のいずれかに該当する者

【その他、選任にあたっての注意事項】
・受検者の所属する企業の者は選任しないこと。
・担当する検定委員に対しては当協会から検定委員報酬８，０００円及び旅費（規定限度額３，０００円）をお支払いいたします。
・同一年度内であれば、一度ご推薦いただいた同じ方を再度検定委員として依頼する場合は、推薦書、承諾書、職務経歴書の提出は不要です。試験申請時に担当する検定委員氏名をご連絡ください。

